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 要  旨 
 映像のショット分割点検出とは，ショットと呼ばれる映像の単位をつなぐ，そのつなぎ目を検
出することである．ショットとは同一のカメラで撮影された連続した映像であり，映像処理にお
ける基本的な単位である．ショット分割点の検出により，ショットを切り出すことができ，編集
された映像の再編集や，映像の概要を閲覧するための代表的なフレームの検出，メタデータの付
与等に利用できる．九十年代初めから盛んに研究されている分野であるが，現在でも TRECVID
等のコンテスト課題に取り上げられるように，今もなお重要な分野である． 
 著者は映像処理の基礎を研究する目的としてショット分割点検出に取り組んだ．高速に検出す
ることを目的として，フレーム全体から検出精度を落とさない程度に粗く画像をサンプリングし， 
カラー値を粗く量子化したカラーヒストグラムを生成し，得られたフレーム間のカラーヒストグ
ラムの差分によってショット分割点を求める方針を採った．また，カラーヒストグラムの差分の
対象となるフレームを極力読みこまないように，二分探索法を用いてショット分割点を求めるア
ルゴリズムを作成した．この手法を PRMU アルゴリズムコンテストに応募し，その高速性と正
確性を評価され，入賞を果たすことができた． 
 応募したアルゴリズムはヒストグラム間の差分に基づくため，カメラのパンやチルト，ズーム
などに伴う映像の変化がヒストグラムの変化として現れてしまい，連続した画面変化の同一ショ
ットにおいても誤ってショット分割点を検出してしまうことがある．この問題を解決するため，
カラーコレログラムと呼ばれる手法に着目した．この手法は，画像内の画素間の局所的な相関を
特徴表現するものである．同一の対象物を異なるアングルから撮影したカラーヒストグラムでは
上位に検索できない画像についても，カラーコレログラムによって検索することが可能となる．
この手法を用いることで，カラーヒストグラムの高速性を維持しつつ，カメラのパンやチルト，
ズームへの対応を目指した． 
 本稿では，先ずカラーヒストグラムと二分探索を用いた手法について述べ，次にその改良とし
てのコレログラムを用いた手法を説明する．コンテストで提供された３種類のテスト映像を解析
し，この映像を用いてカラーヒストグラムとコレログラムの性質の違いについて検証した結果を
示す．また，カット点の検出実験を行い，コレログラムを導入することで，カラーヒストグラム
を用いた場合と同程度の高速性を維持しつつ，カット点検出の精度が向上することを示す． 
 
